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新
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９
月
１
～
３
日
に
か
け
て
環
境
厚
生
委
員
会
の
調
査
が
あ
り

ま
し
た
。
ど
ん
な
中
身
だ
っ
た
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
★
六
ヶ
所

村
立
幼
保
連
携
型
認
定
子
ど
も
園
「
お
ぶ
ち
こ
ど
も
園
」。
定
員
２
１

５
名
で
現
在
１
７
６
人
の
子
ど
も
が
入
園
。
う
ち
３
才
か
ら
６
才
ま

で
の
１
１
名
の
外
国
の
子
が
２
時
半
に
村
内
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
移
動
。(

核
融
合
研
究
施
設
な
ど
が
あ
り
外
国
の

子
も
入
所)  

建
設
事
業
費
１
０
億
９
千
万
う
ち
電
源
三
方
交
付
金

８
３
０
０
万
円
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
デ
ラ

ッ
ク
ス
な
保
育
園
で
し
た
。
★
八
戸
市
民
病
院
の
救
急
医
療
体
制
は

ド
ラ
マ
の
世
界
を
見
る
よ
う
で
し
た
。
世
界
で
こ
こ
だ
け
の
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
同
時
出
動
体
制
（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
気
象

条
件
な
ど
で
途
中
で
引
き
返
す 

こ
と
も
あ
る
た
め
）
や
出
動 

先
で
手
術
も
可
能
な
車
両
の 

整
備
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
を
可
能
に
す
る
７
名
の 

救
命
医
の
存
在
（
比
較
＊
大
学 

病
院
２
名
、
県
立
中
央
病
院 

１
名
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
牽
引
役
を
果
た
し
て
来
ら
れ
た
の
が
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
所
長
今
明
秀
氏
で
す
。
★
食
品
廃
棄
物
を
堆
肥
化

す
る
施
設｢

バ
イ
オ
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
南
郷｣

は
、
青
森
県
で

唯
一
の
施
設
で
す
。
こ
の
日
、
熊
さ
ん
ラ
ー
メ
ン
の
麺
と
お
い
ら
せ

農
協
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
た
い
肥
化
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
他
に
、
ユ
ニ
バ
ー
ス
や
生
協
、
ま
る
か
め
う
ど
ん
な
ど
と
提

携
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
発
酵
・
熟
成
し
て
堆
肥
（
写
真
）
を
製
造

し
、
近
く
の
果
樹
園
で
利
用
。 

★
「
ミ
ル
ク
と
ワ
イ
ン
と
ク
リ 

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
」
岩
手 

県
葛
巻
町
で
は
、
牛
の
糞
尿
と 

病
院
や
給
食
の
残
渣
を
混
ぜ
合 

わ
せ
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ 

そ
れ
で
発
電
す
る
装
置
（
畜
ふ
ん
バ
イ
オ
マ
ス
）
や
、
葛
巻
高
原
に

建
つ
太
陽
光
と
地
中
熱
だ
け
で
エ 

ネ
ル
ギ
ー
を
ま
か
な
う
モ
デ
ル
住
宅
（
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
）
の

視
察
を
し
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
観
光
資
源
と
な
り
観

光
客
が
倍
増
、
視
察
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
活
躍
す
る
ほ
ど
で
す
。

★
岩
手
県
庁
で
お
聞
き
し
た
ニ
ホ
ン
シ
カ
被
害
は
深
刻
で
特
に
牧

草
・
稲
・
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
柔
ら
か
い
所
を
食
い
荒
ら
す
そ
う
で
、
農

作
物
被
害
額
は
２
億
５
２
０
０
万
。
昨
年
度
約
１
万
頭
捕
獲
し
た
そ

う
で
す
が
、
放
射
性
物
質
規
制
の
た
め
肉
の
販
売
ル
ー
ト
に
は
乗
せ

ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。
課
題
は
狩
猟
免
許
者
の
人
材
育
成
。
た
く
さ

ん
勉
強
に
な
っ
た
調
査
で
し
た
。 
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理
の
頭 
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（
は
る
み
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ワ
ク
ワ
ク
川
柳
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■皆さんの「ご意見」・「ご要望」をお寄せ下さい。■「生活相談」お気軽にご連絡下さい。８月の相談対応６件。 

「
委
員
会
調
査
」 

８月のホームページアクセス数  

２３，８２４件（１日平均 2,978 件） 

 

廃
案
し
か
な
い 

戦

争

法

案 

  

●国の新たな低所得者対策 1700 億円を活用して高い国保の 

引き下げを。京都市やいわき市で実施予定！ 

高齢福祉保健課長「使途は市町村が決定。25 年度決算によると 

県内では約 22億 9千万 

が一般会計から繰り入れされているのでこの解消も検討課題だ。 

保険料引き下げに活用するかは市町村が決定するもの。」 

●福島県は都道府県単位化で市町村の拠出金の持ち出し額が 

交付金を上回る分を補てんすることを決めたが青森県も保険 

料軽減のための財政支援を行うべき 

課長「平成 26 年度において財政調整交付金や高額医療費共同事業負担金など合計 147 億 300 万円の支援を行って

おり、今後とも法令の規定に基づく責任を果たす」 

県議会報告会  

8 月 30 日 全国 100 万人集会に呼応  

弘前りんご広場で 300 人の集会とデモ 
9 月 5日 青森駅前公園に 1400 人の集会とデモ 

＜8月 21日環境厚生委員会＞国保・介護問題で迫る 

●保険料払えず資格証明証となりまともに医療がかかれない人を作ってはならない 

健康福祉部長「今回の国保制度の改正は保険料が小さな市町村では賄い切れないということで財政運営が都道府県 

に移ってくるが、これまで行ってきた市町村の一般会計からの補てんを引きずるようでは意味なくなる。減免制度 

も拡充さているので保険料の収納率を上げていただくことが必要。」 

介護保険制度の新しい総合事業で要支援高齢者が必要なサービスが受けられなくなるのではないか 

高齢福祉保健課長「介護保険制度の改正に伴い、訪問介護及び介護予防通所介護など平成２９年４月までに市町村が実施する地域事業、

新しい介護、日常生活支援事業に移行される。現在、要支援者が介護予防給付として受けている訪問・通所サービスは、必要性が認め

られれば、移行前の介護予防給付に相当するサービスを受けられる。それに加えて単身高齢者や支援を必要とする軽度の高齢者の様々

なニーズに応えるサービスの提供が可能となる。」 

介護保険制度の利用者負担の見直しで、８月から負担割合が２割になる対象者は 

高齢福祉保健課長「65 歳以上の方で合計所得が 160 万以上の方。ただし 160 万円以上であっても実際の収入が 180 万円に満たないケース

や 65 歳以上の方が 2 人以上いる世帯で収入が低いケースがあることを考慮して世帯の 65 歳以上の方の年金収入とその他の合計所得金

額の合計が、単身で 280 万円未満、2人以上の世帯で 346 万円未満の場合は引き続き 1割負担となる」 

※その他「再処理工場における安全上重要な機器の故障について」「白神山地の保全について」質問しました。 

 

 ９月１２日（土）午後２時〜弘前文化センター １階会議室 ご参加を心からお待ちしております 

 

 
 

 
８月１５日 街宣 


